
３－１－１

3

1 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

　地域によっては活動に参画する地域住民の固定化がみられるため、さら
なる事業の周知に取り組み、地域の新たな人材の掘り起こしが求められ
る。

学社連携の推進と充実

学校支援地域本部事業の推進

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

　市内の全小・中学校を対象として、学校で必要とする活動と地域住民の知識と経験をマッ
チングさせ、地域の方々をボランティアとして派遣するなど、地域の教育力を学校教育へ活
用し、より効果的な学校運営を支援するとともに、地域ぐるみで子どもをはぐくむ環境の整備
を図る。

点検評価
　全小中学校で学校支援地域本部事業を実施し、地域住民等による学習補助や教員の業
務補助、環境整備、登下校安全指導などの取り組みを通して、子どもたちの社会性・自主性・
想像性等の豊かな人間性を涵養するとともに、地域社会全体の教育力の向上を図り、地域
の活性化や子どもが安心して暮らせる環境づくりの推進が図られた。

課題等

　現在のコーディネーターの他にも知識や技能を持っている人がいると思われるので、町内
会長等を通じて新たな人材の発掘をしていただきたい。学校と地域の連携で双方の活性化
について、子どもが少なくなってきている今を、しっかりやるべき時と考える。

放課後児童健全育成事業及び放課後子ども教室推進事業の実施

活動内容

　放課後児童（低学年）を対象として、「安全･安心」を第一に、充実した放課後を過ごせる場
を提供することを目的として、「放課後児童クラブ」「放課後子ども教室」を市内全小学校にお
いて実施する。

点検評価
　放課後児童の居場所づくりとしての「子ども教室」においては、コーディネーターが学校や
地域を巻き込んだ活動を積極的に行い、子どもたちが様々な体験に触れることができた。放
課後の保育に欠ける児童対象の「児童クラブ」においては、職員の資質向上を目的とした研
修を前年度より多く開催し、子どもたちは安全に、預ける保護者は安心して預けることができ
る場所として、さらなるスキルアップを図った。

課題等

　段階的に利用料を統一化していくことに伴い、今年度1,000円へと引き上
げた施設の間食を実施したが、おやつのあり方についての検討が必要。
城南児童なかよしクラブの加入登録数が定員の７０名を大幅に超えている
ため、安全面を強化するための対応が求められる。

　定員を大幅に超えても、対応してもらっているということは預ける保護者にとってはありがた
いことである。安全・安心はもとより、子どもたちの楽しい居場所づくりとなるよう心掛けていた
だきたい。
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３－１－２

3

1 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

活動内容

課題等

　 引き続き、地域の教育力を生かして子どもたちへの体験活動を継続させ
ていきたい。

　新たな達人の発掘を含め、継続していただきたい。

　社会環境の多様化に対応した、講座内容を充実させた取組をお願いする。

　地域のサークル等の講師（達人）が、小・中学生（親子含む）を対象にボランティアで講座を
開設し、21回の講座を実施する。

　家庭教育推進事業の一環として、市内幼稚園、保育園、小・中学校を対象に「子育て講座
（40講座）」を開催する。また、「おしゃべり場ひだまり」は子育てサポーターと連携し、子育て中
の親を対象に育児の悩みや不安解消を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

点検評価

学社連携の推進と充実

家庭教育の充実

　「子育て講座」は幼・保・小中学校40施設を予定のところ、３施設未実施となったが、家庭教
育の大切さを伝える講座が多く開催された。「おしゃべり広場ひだまり」は前年度の反省をふま
え、地域の様々な方に参加いただいた。養護学校「ハチ公カフェ」、北教育指導主事、教育研
修所補佐、子育て相談員等を講師に迎え、ホッとできるカフェ形式で、親同士の交流が深ま
り、参加者数も昨年よりも増えている。

　平成20年度で委託事業が終了した後も、地域の達人の厚意によりボランティアで実施してい
る。昨年度より２講座増で小学生223人、保護者73人が参加した。茶道とポーセラーツ、点訳の
受講者は生涯学習フェスティバルで活動披露の場を設けることができ、子どもたちの励みに
なったと考えられる。

達人講座の継続実施

　家庭教育の充実への手段を早い時期に活用を促して、講座開催の意義
を改めて周知させる必要がある。

活動内容

課題等
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3

1 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　子どもたちの心の変化に役立てることはいい事業なので継続していただきたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　26年度も本年度と同様、各校の要望に応じて派遣していく。音楽療法の
特性上、即効性があるものではないが、長期的なかかわりの中で子どもの
心の変化、情緒の安定に資していきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

　継続事業として、小学校からの派遣依頼を受け、特別支援学級在籍児童に対し音楽療法
を実施し、児童の情緒の安定を図る。

点検評価

点検評価

　24年度は臨時職員（児童館職員）として任用していた音楽療法士だが、任用が単年度で終
了。各種事業等でも連携実績があることから、25年度は依頼を受けた市内４小中学校のほ
か、特別支援学級在籍児童が通っている児童センターで計60コマを実施した。

学社連携の推進と充実

音楽療法士派遣事業

活動内容

課題等

　

課題等
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３－２－１

3

2 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　青少年が抱える悩みや問題を解決するための相談活動や補導員による巡回活動のほか、
関係機関・団体、学校等と連携したさまざまな活動を行うことにより、青少年の健全育成を図
る。

点検評価

課題等

　小中学生から高校生までの諸問題に対応し、大変な業務であることを評価する。青少年の
健全育成活動には継続して支援していただきたい。

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　センターにおける相談活動や関係機関・関係者との定期的な協議、補導員との合同巡視な
ど、予定を上回る活動を行い青少年の抱える問題の解決に努めているほか、学校教育現場
の中で問題を抱える児童への支援にも貢献している。

　引き続き各関係機関等と連携し、学校訪問や合同巡回など、青少年健
全育成のための環境維持に努める。

　青少年健全育成推進方針を策定し、関係機関と連携を図りながらさまざまな活動を実施
し、青少年健全育成に対する市民の意識高揚と青少年健全育成のための環境整備を図る。

点検評価

　青少年問題は低年齢化へシフトしている。今後の取組として大人の知らない青少年問題に
ついて、市民の意識変化を求めていく必要がある。事業への参加者の高齢化等からも従来
の形式について、別の意味からの取組の検討を要する。

課題等

少年相談センターの活動の充実

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　上記事業実施にかかる期間外での啓発活動が薄い。関係機関との連携
をより密接にしながら、青少年健全育成に対する市民の意識高揚、環境整
備など様々な活動を通して青少年の健全育成を図っていきたい。
　市民全体が取り組む目標を示し、市民一丸となって目標達成する活動を
遂行することを検討してはどうか。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進

青少年健全育成活動の充実

活動内容

　７月開催の「青少年を非行から守る市民のつどい」を関係機関や団体と連携して開催し、市
民の意識高揚に努めたとともに、青少年を取り巻く環境整備・浄化に尽力した。
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３－２－２

3

2 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進

関係機関への支援

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

　青少年育成大館市民会議、大館市子ども会育成連合会、大館地区少年保護育成委員会
など、青少年健全育成関係団体に活動費の補助や活動支援を行うことにより、地域の青少
年健全育成活動の充実を図る。

点検評価

課題等

　補助金は活動している団体の方々には励みになるため、継続して支援していただきたい。

　上記のほかに、ボーイスカウト秋田第４団など、社会教育にかかわる団体へ補助金を交付
し、活動を支援している。

　今後も市の予算の範囲内で補助金を交付し、活動内容の把握に努め支
援を継続する。

高校生・青年層対象の生涯学習ボランティア活動の実施

活動内容

　高校生や若い世代に公民館活動の紹介と生涯学習ボランティア活動を体験してもらい、公
民館の積極的な活用を促進する。

点検評価

課題等

　このようなボランテイア活動はとても大切な事で、被災地支援など評価したい。
　高校生が全員揃って活動することは難しいと思うが、呼びかけと受入体制を整備し、継続し
ていただきたい。

　おおだて[子ども・地域]元気づくり交流プロジェクト事業へ高校生ボランティアが参加。被災
地の子どもたちと交流し元気づくりを応援した。公民館では、国の「公民館を中心とした社会
教育活性化支援事業」の委託を受け、市内５高校生32名のボランティアグループ「高校生ま
ちづくり会議HACHI」を立ち上げ、放課後児童クラブでの学習支援や公民館利用者との懇談
会を実施したほか、まちづくりについて市民アンケートを行い、市長とのトークセッション・市民
フォーラムを開催した。
　高校行事や試験とHACHIの活動日が同日となって参加できない高校が
ある。また、「HACHI」の活動を継続していきたいが、高校生の活動期間が
約２年と考えると、次の参加者へ活動を上手く引き継いでいくよう努力が必
要だ。
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3

2 担当課（館）

⑤ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

活動内容

点検評価

課題等

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　各公民館が小・中学生、高校生を対象とした事業を学校休業日を利用して開催し、参加を促
進する。

点検評価

　公民館は地域住民の重要拠点である。書道教室等、多数存在するが、講師の高齢化や少
子化により運営できなくなってきているという。少子化で子ども会さえ成立しないという話も聞
く。その中で特色ある取組をしている事は大切である。情勢は大変なところもあるが、さらに工
夫を凝らして事業を計画していただきたい。

課題等

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　参加者が固定されてきているのではないかとの懸念があるが、新規参加
者は以前からの参加者の活動の様子を見て慣れていく様子も感じられ、新
規参加者が年々増えていくよう配慮したい。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進

公民館事業への青少年の参加促進

活動内容

　各公民館とも、小中学生を対象とした事業を夏・冬休み中や日曜日に実施している。書初
め、将棋教室、野球大会、職場見学、きりたんぽ作りなど。高校生には、むしろボランティアとし
て参加をお願いし、年少者の手助けをしてもらったりしているが、年少者は高校生との活動を
大変喜び、高校生はそのことに充実感を持つようだ。
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3

3 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

社会教育委員の活動の充実

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

　生涯学習推進計画や社会教育推進計画等、社会教育推進のための基本方針や重点施策
を策定し、教育委員会点検・評価に対する必要な意見・提言を行い、社会教育活動の推進を
図る。

点検評価

課題等

　社会教育委員の役割を認識し、学校訪問を行ったことは評価したい。活動の場を広げて、
別の面での活動も展開していただきたい。

　学社連携の第一歩として、教育委員と合同の学校訪問を実施し、情報交換を行ったほか、
教職員研究実践発表会に参加し、研究の場を広げ、活動の推進を図った。

　今後も、社会教育委員としての見える活動を展開していくために、具体
的な活動について検討していく場を設けていくことが求められている。

生涯学習推進体制の充実

活動内容

　生涯学習に関する市民の意見・要望を反映させるため、関係相互団体と連携し、生涯学習
推進協議会において協議するとともに、地域において学習活動を奨励するため、学習奨励
員の自己研鑽と活動の充実を図る。

点検評価
　生涯学習推進協議会においては、7/29に協議会を開催し、平成25年度生涯学習推進計
画・大館市社会教育中期計画・平成25年度単年度計画についてを案件とし、各委員から
様々な意見等が出された。また、生涯学習奨励員においては、個人の活動のほか、総会及
び自主研修会の開催、生涯学習フェスティバルへの協力、県及び北鹿地区総会・北鹿地区
研修会への参加など積極的に活動を行っている。

課題等

　生涯学習奨励員の活動において、会議や研修等各活動への参加者の
固定化が見られるため、より多くの奨励員に参加いただくよう、日程等も含
めて今後の方策の検討が求められる。

　参加者の固定化を避け、活動しやすい環境づくりに努めていただきたい。
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3

3 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　市民の自主的な学習活動を支援するため、市の制度や事業等について市職員が出向い
て説明を行う「出前講座（42講座）」を実施する。

点検評価

課題等

　市民ニーズに応えた講座であるとともに、内容の充実に努めながら継続していただきたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　３月11日現在82件、2,356人の受講者がある。昨年度までは音楽療法士の講座があったが
本年度からは任用がなくなったため講座の実施ができず、件数、受講者ともやや低下。しか
しながらメニュー提供課の熱意と工夫により、市民の学習ニーズを満たすことに一定の役割を
買っている。

　引き続き市民の学習要望に応えていくとともに、国民文化祭の開催に合
わせて事業周知のための講座を設けることも検討している。

　高等教育機関（大学、短大）や学校ボランティア、公民館等から、特技や知識をもつ市民を
「人財」として募集・登録し、学校や公民館などさまざまな学習活動の場で活用を促す環境の
整備を図る。

点検評価

　新しい分野での登録を推奨し、地区公民館等にも「おおだて人財名簿」の活用の周知に力
を入れていただきたい。

課題等

「大館市出前講座」の充実と活用

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　高齢化による登録取消希望者が増えつつある。新規人財の発掘に努め
るとともに、学校や公民館など関係機関への紹介に力を入れていかなけれ
ばならない。また、登録者同士が情報交換できる場の設定や活動実績の
紹介が求められている。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

人材リスト「おおだて人財名簿」の充実と活用

活動内容

　23年度から加除式にしたため事務局の負担は減少している。今後も各団体等へ登録者の
募集や名簿の活用を呼び掛けながら一層の充実を図る必要がある。26年２月末時点で163
人、11団体が登録している。
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3

3 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

⑥ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　市民の多様化・高度化した学習要望に応えるため、地域の高等教育機関との連携による公
開講座を開催する。

点検評価

課題等

　地域の高等教育機関との取組について、市民への周知を一層努力して実行していただき
たい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　第19回となる「大学公開講座」を秋田看護福祉大学の協力のもと7/9～11の日程で開催し、
秋田看護福祉大学の教授陣に各専門分野についてわかりやすく講義していただいた。
　年々受講者が減少傾向にある中、今年度はテーマを東日本大震災や地域に関連した内容
としたため、昨年実績の116名を上回る135名の市民に受講いただいた。

　大学側では講師の選定やテーマに苦慮しているようであるが、市民に関
心ある内容をテーマとして開催することが今後の課題である。講座の周知
方法について、テーマに関連する施設等への案内も実施したが、受講者
増加の効果は薄かったため、周知方法も含めてさらなる検討が必要であ
る。

　社会教育施設、各種機関・団体等に協賛・参加を呼びかけ、生涯学習に関する実践活動
の発表の場や理解する機会を提供し、市民一人ひとりの生涯学習への意欲を高める。

点検評価

　多くの市民が参加できることは、すばらしいことである。
　アイデア豊富な実践発表の場となるよう努めていただきたい。

課題等

「大学公開講座」の実施

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　今後も効果的な開催となるよう、各施設の団体と協議・調整し、様々な施
設のサークルについても生涯学習実践発表の場となるよう努めていきた
い。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

「生涯学習フェスティバル」の実施

活動内容

　達人講座、児童館、工業高校、子育てグループ等の協力を得てミニステージや企画展、
ブースの開設（被災地・児童館・子育てサポーターの活動紹介、手作りおもちゃ体験、ハンド
トリートメントコーナー）など前年以上に内容の充実を図ることができた。
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3

3 担当課（館）

⑦ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

⑧ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

市民の生きがいづくりと学習機会の提供

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

　公民館サークル活動等の学習成果を生かす場の拡充や、高齢者の豊かな体験・知識・技
術・特技を生かす場を充実させる。

点検評価

課題等

　若い人の公民館への活動の参加が少ないためか、若い人の作品がみられない。地域住民
の拠点となる大事な場が生かされていない。マンネリ化から脱し、今までにない取組をし、意
見を伺う場としても活用していただきたい。

　各公民館とも、年に一度、サークルまつりや公民館まつり、地区文化祭を開催し、作品の展
示や芸能発表会等を行っている。また公民館事業の中には、高齢者に小学生の活動の指導
をお願いしているものもあり、継続していきたい。

　中央公民館では、他施設での活動日と重なることもあって、サークルまつ
りでの作品展示参加者が減少している。参加を増やすため、会員に意見
を聞き、環境を整えたい。

公民館自主事業の充実とレベルアップ

活動内容

　公民館の各種事業の内容を充実させ、魅力ある講座を開催する。さらに参加者の動向をみ
ながらレベルアップを図ることで、活発な公民館活動を展開する。

点検評価
　事業内容を事前に協議し、また事業終了後には反省や感想を聞くことで、参加者の意向を
くみ取るように努力している。レベルアップは、継続して同じ参加者であれば可能であるが、
毎回参加者が違う場合は難しいことであり、参加者に配慮しながら事業を展開していきたい。

課題等

　高齢者の参加の場合、進行に時間をかけるように配慮しているが、個人
の体力等に差があるため、早い進行を望む参加者には物足りない場合が
あるようだ。参加者同士が支え合う良い雰囲気の中で事業が展開できるよ
う心掛けていきたい。

　青森県は公民館の指定管理の危機感を抱き、全県の調査を行っている。地域コミュニティ
の中心である公民館活動の内容をどう充実させていくか、情報収集し、市民のニーズに応え
られる、魅力ある事業の展開を望む。
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3

4 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　地域コミュニティ活動を支えるため、関係団体・関係機関と情報交換を行い、さまざまな角
度から支援を行う。また、その活動の様子を関係団体等に紹介することで連携を強化する。

点検評価
　地区公民館では地元の婦人会や地域の協議会等と共催で事業を行なったり、チラシ等の
書類の作成を手伝っている場合も多い。物品の調達で各公民館が協力し合うことや、事業に
よっては、まちづくり推進室や地元の短大等とも協力し合っている。地区公民館ではその様
子を新聞にして紹介している。

課題等

　地域の活動に公民館が協力するのはもちろんのことだが、25年度は公民
館の避難所開設も数回あり、職員の不足が懸念された。避難所として機能
するためにも地区住民との連携は欠かせないためより良い協力関係を築く
よう努力していきたい。

　厳しい財政状況ではあるが、支援継続をしていただきたい。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

点検評価

課題等

　地域住民との協力関係を大切にし、効果的な活動の支援についてお願いする。

地区住民や関係団体との連携強化

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　市の予算の範囲内での補助金交付であり、交付額の減少により各団体のそれぞれの活動
内容が工夫されているものと思われる。

　今後も市の予算の範囲内で補助金を交付し、活動の支援をする。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

地域や団体等の活動の促進、支援

地域活動団体への支援

活動内容

　大館市連合婦人会等、地域活動団体への補助・活動支援を行うことにより、地域活動の活
性化を図る。
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3

4 担当課（館）

③ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

地域や団体等の活動の促進、支援

地域コミュニティ作りに向けた支援体制の強化

活動内容

　地域のコミュニティ活動拠点として、地区公民館の環境整備を行う。また、地区の特色ある
事業の支援を行う。

点検評価

課題等

　将来の人口減、所在地等考慮しながら整備活用していくことを望む。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　25年度は上川沿公民館が（旧）交流センターに移転開館し、より広い施設を地域住民に提
供できた。今後も下川沿公民館の改築や、統合し閉校となった校舎への公民館移転要望も
出されており、公民館施設の環境整備が進んでいくことになる。地元の要望を受け入れなが
ら整備していくことで、積極的な公民館利用がなされていくよう望みたい。

　より広い施設や設備を、さらに積極的に活用されるような取組が必要であ
る。

活動内容

点検評価

課題等

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
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3

5 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

活動内容

点検評価

課題等

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　指定管理者制度による図書館運営について、指定管理者の提案書に基づく適正な運営に
対する必要な支援と指導を行い、サービス向上を図る。

点検評価

　指定管理にしたことで利用者へのサービスの低下にならないよう支援・指導をお願いする。

課題等

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　指定管理１年目の指定管理業務評価の結果を基に、図書館サービスに
関して、前向きな姿勢で対応していく。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

図書館活動の推進と充実

図書館運営に関する進行管理

活動内容

　月次報告を基に、毎月下旬に担当者との打合せ会議を実施し、図書館で抱えている問題や
新たな事業の取組についての要望に応じ、次年度からの図書館登録カードの新規登録者数
増の向上に努めた。
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3

6 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承

芸術文化団体への支援

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

　大館市芸術文化連盟や比内芸術文化協会、田代地区芸術文化協会等、芸術文化団体に
対し補助を行うことにより、地域の伝統文化や伝統芸能の活動を支援する。

点検評価

課題等

　国文祭については市民への周知に力を入れ、各団体との連携を図りながら行っていただき
たい。

　市の予算の範囲内での補助金交付であり、交付額の減少により各団体のそれぞれの活動
内容が工夫されているものと思われる。

　26年度開催の国民文化祭は、応援事業や他市で開催の伝統芸能フェス
テバルへの参加団体もある。市民への周知に力を入れ、多くの方に参加し
ていただきたい。

芸術文化に関する事業の積極的な周知・活用

活動内容

　文化庁などが所管する各種事業等を、関係団体や文化施設、学校等に積極的に周知・活
用することにより、地域における芸術文化体験の機会を提供する。

点検評価

課題等

　積極的に事業の活用を促していただきたい。子どもたちに、本物に触れることができる機会
をつくっていただきたい。

　各種事業等の周知を行ってはいるが、活用に至っていないケースがほとんどで、事業申請
をしたが採択とならなかったケースも見受けられた。

　文化庁以外の民間団体等の各種事業等の情報収集に努め、関係団体
や文化施設、学校等に積極的に周知し、活用を促すような指導・助言など
が求められる。
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３－６－２

3

6 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承

生涯学習フェスティバル・文化祭を通じた芸術文化の振興

活動内容

　生涯学習フェステバルや文化祭等で関連サークル等へ活動や発表の場の提供や支援を
する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

　今年は国文祭もあるため、多くの市民が芸術文化への関心をもっている。生涯フェスティバ
ル等についても、内容の充実したものを提供できるよう支援していただきたい。

　生涯学習フェスティバルは回を重ね、毎年、見学するのを楽しみにしている市民もいる。
サークルの作品展示も行われるため、その時期に合わせて作品を完成させるよう計画してい
るサークルもあり、会員の大きな励みになっている。

　毎年たくさんの市民が見学に訪れるが、駐車場の混雑への苦情や子ども
の作品だけ鑑賞して帰る保護者もあり、駐車場係の増員・会場の動線の工
夫など、より楽しく市民が参加できるよう考えていきたい。

公民館、地域、学校等の連携による郷土芸能継承活動の充実

活動内容

　郷土芸能の保存継承のため、公民館は地域や関係機関と協力し、その活動を支援する。
郷土芸能の披露を公民館事業の中に組み込むことや、学校とも連携し、郷土芸能を授業の
中で紹介するなど、後継者の育成に協力する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

課題等

　後継者の育成や高齢者の参加が大変であること、見学者の不足など課題は多いようだが、
継続を望む。

　十二所公民館では、復活してから間もない「十二所かまくらやき」を実行委員会と共催で北
側駐車場にて行った。また、生涯学習フェスティバル開催中に中央公民館内で行われたミニ
ステージで、川口獅子踊りが来場者を感動させた。地域の行事はそこの住民のみならず、地
域住民の郷愁を誘うものであると感じた。伝統芸能は地域の実行委員会や保存会が積極的
に活動しており、公民館はその開催に協力する。
　今年は雪が少なかったというものの、冬期間の行事は寒冷地ということも
あり、他地域からの見学者は少なくなるようだ。公民館ではＰＲにもっと協
力する必要がある。

- ２７ -
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3

6 担当課（館）

⑤ 国民文化祭推進室

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

点検評価

課題等

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　平成26年に開催される国民文化祭の準備態勢を構築するとともに、各企画委員会に対す
る必要な支援を行いつつプレイベント（マーチング、ゴスペル、ゼロダテ展）を実践し、経験を
積みながら本祭の成功に結びつける。

点検評価

　様々な意見を参考にしながら、本番の成功に結びつけていただきたい。

課題等

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　プレイベントの経験を踏まえ、引き続き各企画委員会を随時開催し、市
主催４事業（マーチング、ゴスペル、ゼロダテ展、食文化フォーラム）の成功
に向けて取り組む。

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承

国民文化祭の準備態勢の構築及びプレイベントの実施

活動内容

　プレイベントについては、各企画委員会で準備を進め実践し、国民文化祭本番に向けて貴
重な経験を積むことができた。なお、マーチングは参加25団体1,157名、観客数が2,718名。
ゴスペルは参加10団体101名、観客数が508名。ゼロダテ展は43カ所で実施された。
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3

7 担当課（館）

① 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

② 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　ニホンザリガニの南限生息地（天然記念物指定地）については、文化庁より徹底調査の指
示を受けている。今後の本格調査に向けて、今年度は予備調査を行う。

点検評価
　現地調査のほか、町内会はじめマスコミも活用して広く情報収集活動を行ったが、有力な
情報（生息情報）は得られなかった。結果は想定内であったが、大館市として今後の取り組み
の方向を模索する必要があるため、次年度から文化庁の補助事業を活用して専門家による
緊急調査を行うべく、補助申請を行い採択された。

課題等

　指定地の生息調査、DNA鑑定など多くの課題がある。専門家による判断
が必要であるが、過去の事例を繰り返すことなく、大館市が今後も長きに
わたって天然記念物を管理し続けることができる形で将来展望を持つ必要
がある。

　今後の本格調査に期待する。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　公共下水道の整備に伴い、臨時職員を雇用して、中茂屋遺跡の発掘調査を行い、出土品
の調査・保存と遺構などの基礎データを記録する。

点検評価
　補助事業の交付決定の遅れや天候等の影響を受け、予定以上の期間を要したが、現地の
発掘調査を完了することができた。出土品の調査・保存、遺構等の基礎データ記録は次年度
も継続することになる。

　十分な時間や体制が取れない中での対応は大変だと思うが、事業の着手やデータ整理に
努力していただきたい。

課題等

ニホンザリガニの南限生息地（天然記念物指定地）の調査

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

　この事業については、完了することができたものの、雨池牧場、長岡城跡
など、当初予定していたが、着手できなかった箇所もある。要因は、８月の
集中豪雨などもあるが、根本的には担当者の不足がある。現在の一人体
制では、今後予定されている開発事業等に十分対応できなくなってしま
う。
　※持ち込まれる事業のほとんどは、年度内の事業着手が見込まれている
ため、待ったなしの状況である。

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

埋蔵文化財調査

活動内容

- ２９ -



３－７－２

3

7 担当課（館）

③ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

④ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

　前年度作成したレプリカ等を活用して展示替えを行う。また、秋田DC、きりたんぽ祭りなど
では観光部門と連携した特別展示、博物館・鳥潟会館などのガイド事業を行う。

点検評価
　博物館、鳥潟会館のガイド事業や、博物館の無料開放事業などを行い、それなりの結果を
残すことができた。その他館内の案内表示や、展示室のサイン、遺跡の位置を示す地図の掲
示なども行った。また、長い間の懸案であった「こども科学室」についても、不具合な展示物を
一掃し、「太陽系の惑星」模型を自作したほか、廃校舎からの物品等によりリニューアルする
ことができた。

課題等

　展示については、常にリニューアルを意識して取り組む必要がある。とは
いっても自前での取り組みにが限度があり、大きな展示替えを行うために
は、工事費などの予算を獲得する必要がある。大規模な展示替えや拡張
については、将来展望を持ってあたらなければならない。

　無料開放、ガイド事業、こども科学室など、良い取り組みをしていると思う。今後も積極的な
ＰＲを図りながら進めてください。

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

点検評価
　入卵数665個、有精卵388個、うち孵化数313個（有精卵の80.7％）。会員からの要望にでき
るだけ応える形で、目標を大きく上回る卵を受け入れした。有精卵中の孵化率も、目標を上
回り、80.7％に達した。
※有精卵の率が６割を下回ってることは残念であるが、当施設の対応で上がる数値ではない
のでやむを得ないところである。

課題等

　入卵については、もっと多くの受け入れ要望があるが、現施設でこれ以
上受け入れることは困難である。優良な鶏の保護継承のためには、秋田県
（天然記念物の管理者）や三鶏保存会をはじめ多くの飼育者とのネット
ワークが必要である。秋田三鶏保存会については民間組織であり、会の運
営に口をさしはさめる立場にはないが、連携しながら三鶏の保護に努めた
い。

　三鶏の保護のために、保存会と連携して事業を進めてください。

博物館の展示替え・企画（特別）展の開催強化

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

秋田三鶏記念館の孵化事業の安定化

活動内容

　入卵数の目標を500個に設定、有精卵の70％を孵化率の目標として、平成25年３月から７
月まで実施する。
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3

7 担当課（館）

⑤ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

⑥ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

文化財データ・収蔵品データ等の活用

活動内容

　文化財マップや展示図録などの印刷物と電子データをリンクして、より有効な活用を図る。
また、県立博物館などのネットワークと連携して、デジタルアーカイブスへの取り組みを進め
る。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　これまで蓄積した文化財や収蔵物、研究等のデータを「新ホームページ」の作成という形で
公表することができた。特にバーチャル博物館や収蔵物検索など、一部デジタルアーカイブ
ス的な活用ができる内容とすることができたので、その活用を図りたい。

課題等

　新ホームページの完成は、スタートラインである。完成をゴールとせず
に、常に内容を充実させるべく努力を続けることが大事である。急激に数を
増やすことではなく、ゆっくりと育て上げるように、取り組みを続ける必要が
ある。

　多くのデータを集めていると思うが、ぜひ市民の皆さんに開示の努力をしていただきたい。

比内地域・田代地域の歴史保全のあり方を検討する

活動内容

　地元歴史研究グループ(個人）の力を借りて、両地域に残る歴史資料の整理・保存に努め
る。また、民俗資料等についても両地域の公民館などを活用して、有効な展示に努める。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　■目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　比内・田代の町史編纂関係資料等の集積箇所を確認したものの、それらの内容を確認し
データ化するには、なお多くの時間と労力を要する。比内公民館内の資料館については、収
蔵物の整理等を行ったが、展示できない収蔵物があふれ、その移動など、解決すべき課題
が多く、作業途中のまま次年度へ継続することになった。

課題等

　比内公民館内の資料室については、引き続き作業を行い、地元関係者
の協力をいただいて、一定の形に展示替えを行う必要がある。
　資料については、貴重なものは文化財保護審議会に諮るなどの準備が
必要であるが、根本的な整理やデータ化には、緊急雇用事業のような補
助制度の活用が必要と考える。※比内・田代については、合併前に町史
や資料編を作成しているため、歴史資料については一定の整理が終わっ
ている。

　こういった資料の整理には時間がかかると思うが、貴重な文化財としての保存に努力してい
ただきたい。
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7 担当課（館）

⑦ 郷土博物館

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

活動内容

点検評価

課題等

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

点検評価
　美術、歴史関係者を中心に３回の「考える会」を開催し、現時点での大館市が目指す美術
館像を検討することができた。併せて、閉校予定であった雪沢小学校の美術館としての可能
性についても話題とすることができた。立地条件等を含め様々な検討を行い、なお慎重を期
すべきという結果に至った。

課題等

　大館市らしい美術館像については、必要ないくつかの具体的事項があ
げられている。次の検討機会には、これを材料として引き継ぎたい。また、
現在その役割を担っている大館郷土博物館については、今後も発展的に
施設を継続すべく、将来の展望を考える必要がある。

　美術館ができるかどうかは現段階ではわからないが、各方面の関係者から広く意見を集め
て、できるものであれば具体像としての結論を出していただければと思います。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

重点施策点検・評価表
推進目標

ふるさとの誇りと文化をはぐくむ生涯学習の推進と支援

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

大館市が目指す美術館像を検討する

活動内容

　広く市民から寄贈された美術品などが多くなり、貴重品収蔵庫に収蔵できなくなっている現
状から、大館市らしい美術館像はどうあるべきか、美術関係者などを交えて検討する。
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